




























































A Study on Instruction of a Baseball-Type Game for the Person 
With Serious Handicap
In the Special-Needs Education School for Physical Handicap









































































































































































































① ３ 投げ３ ２
② ２ １ 投げ２ゴロ１ ４
③ ２ １ 投げ２ティー１ 11
④ １ ２ 投げ１ゴロ２
⑤ ３ ゴロ３














































人数 ２名 ４名 11名
打席 19 30 83
打数 13 29 66
安打 5 8 22
四球 6 1 17











































































人　数 ４ １ ２ ６ ４
安打数
／打数 ９／26 ４／８ ３／18 ９／36 10／20
打　率 .346 .500 .167 .250 .500
57
る意義は高いと考える。
２．打撃形態カテゴリーごとの打率比較
　打撃形態カテゴリーごとの打率を比較する
と，「投げ３打ち」のバッターの平均打率が
３割８分５厘と最も高く，次いで「投げ２テ
ィー打ち１」のバッターの平均打率が３割３
分３厘，「投げ２ゴロ１打ち」のバッターの
平均打率が２割７分６厘であった。
　今回の結果で平均打率が最も低かった「投
げ２ゴロ１打ち」カテゴリーにおいても３割
近い打率であったととらえることができ，こ
の数値もベースボール型競技の攻防バランス
の観点から見て十分な結果であると思われた。
　また，各打撃形態カテゴリー内の個人別打
率を比較すると，どのカテゴリー内において
も高低の幅があった。この結果はむしろ，ゴ
ロ野球を行う上で「ゴロ打ち」「ティー打ち」
などの打撃形態自体には有利になったり不利
になったりする要素はないことを示している
ものと考えられる。
　「投げ３打ち」のバッターは，空間を移動
するボールをとらえる能力が高いと言え，ピ
ッチャーが投げたボールを手元までしっかり
と見極めることができているものと考えられ
る。このことは「投げ３打ち」バッターの四
球による出塁の多さにも反映されているもの
と考えられた。
３．日常の移動手段カテゴリーごとの分類に
よる打率比較
　本研究においては，ゴロ野球に参加してい
る児童生徒の実態を疾患や障害ごとにとらえ
るのではなく，運動発達や運動能力を把握す
る際の一つの目安ともなる移動運動能力に着
目し，選手を５つのカテゴリーに分類して打
撃結果を比較検討した。
　一般的に，様々な運動障害を有する者が同
一のルールのもとでスポーツ競技を行う場
合，障害の程度が重度になるほど結果が不利
になってしまうことが予想される。例えば，
ゴロ打ちやティー打ち等の個別ルールが認め
られない状況のもとでベースボール型競技を
実施した場合には，関節可動域の制限や不随
意運動，筋力低下といった症状がある肢体不
自由者は，空間を移動するボールを視覚的に
とらえて，この情報を全身運動に協調させて
打ち返すという技能は極めて困難である。つ
まり，通常の野球のルールのもとでは，ゴロ
野球でいう「投げ３打ち」の選手しか競技に
参加することは難しい。
　独歩移動者は介助付き移動者に比べて運動
障害は軽度であると考えられ，また，ハンド
リムを自力で操作でき，車椅子を走行させる
ことが可能である自走式車椅子利用者に比
べ，電動車椅子利用者は，筋力や関節可動域
に制限があるために，ハンドリムの自力操作
に困難がある場合が多く，手の小さな動きの
みでジョイスティック型レバーを操作して走
行できる電動車椅子を利用する場合が多い。
　児童生徒一人一人の実態を考慮して個別ル
ールを適用し，移動手段ごとにカテゴリー分
けしてゲーム参加状況を分析した本研究の結
果からは，運動障害がより大きいと思われる
電動車椅子利用の４名と介助歩行移動の児童
１名の打率がともに５割と高率で，チームの
平均打率を上回っていた。
　今回の研究結果は，重度の運動障害があっ
ても，ゴロ野球の活動においてはその障害自
体が決して不利な条件とはなっていないこと
を示した。このような活動を通して活躍の機
会を得ることで，重度運動障害のある児童生
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徒においても，さらなるスポーツへの参加意
欲を向上させていくことができるものと期待
される。
Ⅵ．まとめ
　ゴロ野球の個別ルール設定のための技能階
層の段階設定と，個別ルールの適用（表２）は，
児童生徒自身にとっての次の段階のより高度
な技能へとステップアップを図るための目標
ともなりうるものである。実際に「投げ２ゴ
ロ１打ち」や「投げ２ティー打ち１」の選手
達は「投げ３打ち」を目指して，２ストライ
クまでは果敢にピッチャーが投じたボールを
打つことに挑戦している。選手全員に対して
一律に「ゴロ打ち」や「ティー打ち」とルー
ルを統一するのではなく，個々の実態や技能
の向上に合わせてステップアップが可能とな
るルール設定によって，児童生徒の自信を高
めると同時に技能の向上も図れるのがゴロ野
球の利点であると考える。
　増田（2004）は，あらゆる障害の種類や疾
患と程度に対応できるスポーツこそアダプテ
ッド・スポーツの究極の目標であると指摘し
ている。重度重複障害のある児童生徒が数多
く在籍している肢体不自由特別支援学校にお
けるベースボール型競技，ゴロ野球の取り組
みは，この目標を実現するのに合致している
と考える。
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